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２０００年から２０１０年の１０年のICTの進展は
目覚ましいものであった！

アクセス系のブロードバンド化、FTTHの進展
LANの高速化: 10Mbps, 100Mbps, Gbps, 10Gbps, 100Gbps
バックボーン系の高速化： Mオーダー、Gオーダー⇒Tbps
NGNの導入
Web2.0の発展： 検索、e-commerce, SNS(Facebook等）, 

YouTube, Google Earth、 ・・・・
地デジのネットワーク配信/IPTV
モバイル系の進展

ネットワークの進展：2Gから3Gへ、さらに3.9G/4G on LTEへ
スマートフォンの進展
携帯ベースの様々な新サービス: カメラ、ワンセグ、キャッシ

ング、ナビゲーション、・・・
クラウドの登場： SaaS, PaaS, IaaS

2020年に至る１０年でどのような進展があるのか？



日本のブロードバンドネットワークの拡大



日本の将来 （１０年、２０年、３０年後）

厳しい制約 狭い国土
少資源
低農産物自給率
中人口（８～９０００万）
高齢社会

高い目標 高い生活レベル
高い教育レベル
高い社会環境
高度なインフラ基盤

米国、ＥＵ、中国、インド、などの大国とどのように競争・共存しながら
上記の制約を克服し、目標を達成するのか？

世界が必要とし、かつ容易に追従できない「物・情報・文化」
を創造し、世界に提供していくしか道はない ！
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我が国のＩＣＴ産業の位置づけ

ＩＣＴ産業は我が国の全産業の約１割を占める。
（名目国内生産額合計の約１割、約１００兆円）

雇用誘発数 （関連する産業の生産まですべてを含めた生産に必要な雇用数）
ＩＣＴ産業 １７８万人 （２０００年） ⇒ ２８５万人（２０１０年予測）
自動車産業 １７１万人 （２０００年）

現代の社会基盤の一翼を担うＩＣＴは今後益々拡大し、それを担うＩＣＴ産業が今
後グローバルビジネスで生き残れずに縮小することになれば、日本の将来目標を
達成することは不可能になると考えられる。

したがって、ＩＣＴ産業力の強化は日本の今後の発
展に不可欠である



付録 主要情報通信機器の各国シェア（２００５年）
出典：平成１９年度情報通信白書
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Cloud Computing 

New Generation Network
over post‐IP （新世代ＮＷ）

Internet 
+NGN over IP

Server ‐ Client 
& P2P Model

(I)コンピューティングシステム、と (C)ネットワーキングシステム、
の双方にパラダイムシフトが生じようとしている。

これに日本のＩＣＴ産業が対応できないとグ
ローバルワー ビジネスでは生き残れない！

２０１０～２０２０年代に生じる ICT社会基盤のパラダイムシフト

(I)

(C)
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2010 20202008

ネットワーク変革のシナリオ

電話網

携帯網

インターネット

次世代（ＮＧＮ）

新世代(NWGN)

現行

スタート

将来

次世代ネットワーク（NGN: Next Generation Network)
電話網、携帯網を含むキャリア型ネットワークをＩＰパケット化

新世代ネットワーク（ＮＷＧＮ：New Generation Network)
ＩＰの改良ではなく、白紙から設計した新しいアーキテクチャのネット

ワーク

Ｉ
Ｐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Non-IP ネットワーク



新世代ネットワーク（ＮＷＧＮ）とは？

・１０年～２０年後の社会に必須のＩＣＴインフラ
の構築インターネット、ＮＧＮの次に来るＩＣＴ
インフラ

・ＩＰの改良ではないClean Slate アプローチ

・ネットワークアーキテクチャ、物理層レイヤから
サービス、アプリケーションまでを含む総合的研究

・日本発の技術を創造し、その有効性を実証し、世界
標準に組み込むことが日本のＩＣＴ産業の生き残り
に必須である。

青山友紀 9
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光パスパケット統合
有無統合ネットワーク
センサネットワーク

仮想ネットワーク

インタークラウド

アプリケーション
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
／
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

JG
N
 X



新世代ネットワークの研究開発はマラソン競争である！
それに誰が勝つのか ？

よーい、ドン！

11/38GICTF

USA： NSF Fund
GENI
FIND
FIA

EU： FP7 Program
Future Network
ＦＩＲＥ， ＧＥＡＮ３

Korea： FIF
Asia FI

Japan： NICT
AKARI P
Virtualization P
NICT Fund P
JGN X Testbed

街頭へ（第２フェーズへ）
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• ITUはSG13/WP5/Q21、FG-FNを設立

Future Networksの全体ビジョンとして

世界初となる標準化勧告草案Y.3001作成

• ISOはJTC1 SC6にてFutureNetworkの文書
作成の合意（韓国主導）

• IRTFはネットワーク仮想化の検討を開始

新世代ネットワークの標準化動向



クラウドによるサービス向上

電子行政

政府、自治体
市民・住民

クラウド

公益事業

ビジネスソリューション

大企業中小企業店舗

ＣＲＭ 給与計算ＳＣＭ
ＥＲＰ

EHR/PHR

在宅勤務

クラウド
クラウド

電子メール ・・
・

文書共有

健康記録 ・・
・

診療報酬
明細書 財務会計

クラウド

クラウド
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クラウドビジネスの状況 日立提出資料（GICTF)より

ステークホルダーの動向（ビジネスモデル等）

SaaS

PaaS

IaaS

クラウド
インフラ

HP
Converged

Infrastructure

Yahoo!
基盤技術
「Hadoop」

SGI
コンテナ型サーバ
高集積サーバ

Smart Business
Sales Cloud 2
営業支援ツール

Salesforce.com

Chatter
企業内SNS

Jigsaw Data 
Cloud

コンタクト情報のDB

Service Cloud 2
サポート業務効率化

Force.com 2
クラウドアプリの開発

Database.com
クラウド型RDBの提供

Office365
Office等をクラウド化

Windows Azure
Platform

オンプレミス連携機能に
よるクラウド移行容易化

Hyper‐V Cloud
PrivateCloud構築支援

Google Apps 
Engine

クラウドアプリの
開発

「VCE（Virtual Computing Environment）」構築で提携

IBM MCCS

Computing on Computing on 
Demand

連携

OracleGoogle

Google Apps
Google Docsと

Office間の同一文
書共同編集機能

Amazon EC2 Amazon S3 Other Services

Oracle 
Exalogic 
Elastic
Cloud
Private 

Cloud構築

サービス

Oracle On Demand
コラボツール,CRMツール

Oracle Platform
for SaaS

Oracle DB,WebLogic App 
Server等のミドル群

Oracle 
AMIs

インフラ及

びミドル等

を提供

Amazon

LotusLive
業界

クラウド
自動車業界

等

情報保護
Cloud 
Burst
Private 

Cloud構築

サービス

Desktop 
Cloud

開発
&Test・
Cloud

Other 
Services

・監視
・Information 
Archive
・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

協業

Xen
仮想マシン
ソフトウェア

提供 対応

提供

協業

Microsoft IBM

多地域へDCを拡大。高応答
を武器に適応分野拡大

Cloud2(2010)を発表。ユーザ間等の
連携及び性能強化。DB活用でビジ
ネス拡大

クラウド事業を拡大

クラウドとオンプレミ
スの互換性を軸に、
クラウド事業を拡大

Google Appsによる広告市場のシェア拡大
とコラボ機能でツール間の連携強化

Sun合併により、既存の
ミドルを軸にPrivate 
Cloud事業へ進出

ソフト開発に必要なサービ
スを中心にPublic/Private 
Cloudを提供。ソリューション
ビジネスを拡大

Vmware
VMware vSphere
VMware vCenter

EMC
クラウド型ストレージ

「Atmos Family」

Cisco
Unified Computing System
Unified Service Delivery GICTF 14



社会基盤としてのクラウド実現に向けて

1. 様々なサービスの品質要件にこたえなければならない

稼働率, レイテンシ、通信帯域、セキュリティ, コスト, 環境等

2. 省電力化が高信頼化の犠牲になってはいけない（CO2削減は社

会の要請）

3. 有事においてもライフラインサービス提供を確保しなければなら

ない

 “単一クラウド” で解決できるか？ すべてを満たすことができる

か？

 複数のクラウドの連携＝“インタークラウド” に解決に向けた道が

ある



プライベートクラウド

個人商店、ベンチャー等

パブリック
クラウド

ＳａａＳ／ＰａａＳ
事業者等

シングルクラウド（2010） ハイブリッドクラウド（2012） インタークラウド（2014以降）

大企業行政機関

プライベートクラウド

個人商店、ベンチャー等

パブリック
クラウド

ＳａａＳ／ＰａａＳ
事業者等

大企業行政機関

パブリック
クラウド

パブリック
クラウド

プライベート
クラウド

プライベート
クラウド

ネットワーク

クラウドの進化
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•クラウドは単一のクラウド（シングルクラウド）の時代から、プライ

ベートクラウドとパブリッククラウドの連携の時代、グローバルなクラ

ウド間 相互接続（インタークラウド）の時代へと進化
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１． 現在のビジネス用シングルクラウドは米国が圧倒的に先行しており、日本はミッ

ションクリティカルなクラウド（政府行政、自治体、医療、など）および近い将来

に必要なインタークラウドに重点を置く。

２． 政府行政及び自治体用クラウドについては我国自身で技術開発、導入に向け

た業務の共通化、制度・ガイドラインの整備、などを推進する。

３． 日本のＩＣＴ産業の生き残りと再発展は、クラウド技術開発とその導入、グロー

バル展開が鍵を握っていることを認識する。

４． そのためにオールジャパン体制によるクラウド戦略の構築とその推進

５． 日本発クラウド技術の研究開発、実証実験の推進、標準化、とそれに要する予

算確保

６． 中小企業や学校・大学、医療機関へのクラウド導入に対する支援方策の推進

17

日本のクラウド戦略案

GICTF
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①クラウド関連団体／Conferenceの情報収集と共有
- 動向調査、調査結果のプレゼンテーション
- 会員への技術情報提供

②電子行政などに適用可能なセキュアクラウド連携に対する
技術ニーズを集約（応用部会と連携）

③技術ニーズを踏まえた、現状の標準化仕様に対する追加
提案の検討

④電子行政などに適用する標準化仕様セットとして取りまとめ、
適切な標準化組織に提案

応用部会
部会長 東出 正裕（NECビッグローブ）
部会長代理 馬場 覚志（NTTコミュニケーションズ）

技術部会
部会長 後藤 厚宏（NTT）

部会長代理 加納 敏行（NEC）

①セキュアクラウド連携に必要な技術ニーズ集約
- ニーズ調査
- 会員内外のクラウド関係者からの動向・ニーズに関する

講演などを実施（官、学、民から講演者を選出）
②クラウド連携技術の普及促進

- セミナー・シンポジウム開催、他団体とのイベント企画
- 出版物やパンフレット作成

③その他幹事会が特に必要と認めた事項

◎ ネットワーク分科会
インタークラウドにおけるクラウドとネットワーク（クラウド内、クラウド間）の連携を実現するための検討
（特にネットワーク仮想化の観点から検討を進める）。

◎ 国際標準化戦略分科会
我が国のクラウド産業の競争力を強化する観点から国際標準化戦略を検討。

■ 会員：71企業、3団体（2010.12.13現在）
NTT、KDDI、NEC、日立、富士通、東芝ソリューション、
リコー、IBM、Microsoft、Oracle、Cisco、IIJ、BIGLOBE、
VMware、NICT、NII、有識者（大学教授等38名） 等

＜オブザーバ：総務省＞

総 会
会長 青山 友紀（慶應義塾大学） 副会長 後藤 厚宏（NTT）

グローバルクラウド基盤連携技術フォーラム（GICTF）の構成と活動内容

幹 事 会

18GICTF



技術部会でのプレゼンテーションや

共催イベントの開催

SLG – Special Liaison
Group member

OGF OMG
Cloud Interoperability

Roadmaps Session

ITU-T  FG Cloud

CloudCom 2010

Inter-Cloudのユースケースと機能要件を提案
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クラウドに関する標準化団体との交流・連携

GICTF

クラウドテストベッドについて議論

NIST CC forum

OGF-
Europe

DMTF SNIA

OpenStack

オープンソース
コミュニティ

デファクト標準

米連邦政府

デジュール標準

クラウドビジネス
Google, Salesforce, Amazon, etc.

ISO/IEC JTC SC38



ジャパン・クラウド・コンソーシアム

NICT IPA JDCC GICTF

幹事会
（日本経団連ほか数社・団体からなる事務局を置く）

総会（年２回程度、シンポジウム併催）

WG WG WG

ジャパン・クラウド・コンソーシアム

関係機
関

多様な企業、団体、業種の枠を超え、わが国におけるクラウドサービスの普及・発展を産学官が連携して推進するため
民間団体「ジャパン・クラウド・コンソーシアム」を設立する。
本コンソーシアムは、クラウドサービス関連企業・団体等におけるクラウドサービスの普及・発展に向けた様々な取組

みについて、横断的な情報の共有、新たな課題の抽出、解決に向けた提言活動等を行うことを目的とする。
総務省及び経済産業省は、本コンソーシアムのオブザーバとして活動を支援する。

ASPIC
ｸﾞﾘｰﾝIT
推進協議

会
ＯＳＳ－Ｃ

WG

赤字：講演した団体



コンピュータネットワークの第３パラダイム

Server-Client Model P2P Model
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Ｐ２Ｐモデルの登場によってインターネットトラフィックに大きな影響
を与えた

第１のモデル 第２のモデル

Server

Server

Server

Server

Ｃｌｏｕｄ

第３のモデル Cloud Model

クラウドコンピューティングモデル
の普及によってネットワークにどの
ようなインパクトを与えるのか？ GICTF

Thank you for your attention !


